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座標平面上に 2点A(1, 0), B(2, 0)があり，y軸上 y > 0の部分に点 Pがある。
∠APBが最大となるような点 Pの座標を求めよ。

解答
∠APB = θ (0 � θ � π), P(0, y) (y > 0)とおくと，
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y2 = t (> 0)とおき，相加 相乗平均の不等式を用いると
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ここで，不等式の等号は

t = 4
t

> 0 すなわち t = 2

のとき成り立つから，
y =

√
2 のとき cos θ は最小，θ = ∠APBは最大

となる。よって，求める点の座標は
P(0 ,

√
2 ) (答)

(別解) 3点 A, B, Pを通る円を考えると，∠APBは
劣弧ABに対する円周角である。この円が小さくな
るほど ∠APBは大きくなるから，

2点A, Bを通る円と y軸の接点に
点 Pがあるとき∠APBは最大

となる。このとき，方べきの定理より
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O A B点Pは y軸上で y座標が正であるから，求める座標は
P(0 ,

√
2 ) (答)
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